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第 １ ９ ６ 回 組 合 会 会 議 録 

 

１．開催日時   令和５年２月２４日(金) 午後３時３０分 

２．開催場所   東茨城郡大洗町磯浜町８１７９－５ 

大洗鷗松亭 会議室「松風」 

３．日  程    「第１９６回組合会議案」次第のとおり 

４．議  題 

（１）議案第１号 茨城県市町村職員共済組合定款の一部変更(案)について 

（２）議案第２号 令和５年度本組合事業計画及び予算(案)について 

（３）そ の 他 

５．出席議員の氏名 

 （長側議員：６名） 

 １．藤 井 信 吾   ２．根 本 洋 治   ４．鈴 木 定 幸 

 ６．木 村 敏 文   ９．野 澤 良 治  １０．野 村   勇 

 (職員側議員：７名) 

  １１. 鈴 木 智 子  １２．木 内 修 平  １３．外之内 信 浩 

１５．古 渡 秀 和  １７. 圓城寺 和 則  １９．廣 江 良 之 

２０．香 取 雄 介 

６．地方公務員等共済組合法施行令第１３条及び本組合定款第２１条の規定に基づき、

本会議に出席したものとみなされる議員及び代理人の氏名 

（委任した議員）      （委任を受けた議員） 

３．大 谷   明      １．藤 井 信 吾 

５．先 﨑   光      １．藤 井 信 吾 

７．岸 田 一 夫      １．藤 井 信 吾 

８．上遠野   修      １．藤 井 信 吾 

１４. 窪 田 慎 一     １３．外之内 信 浩 

１６．江 川 隆 浩     ２０．香 取 雄 介 

１８．作 田 友 貴     １７. 圓城寺 和 則 
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７．会  議 

(１) 開 会 

太田総務課長 定刻となりましたので、ただいまから第１９６回組合会を開会い

たします。開会にあたり藤井理事長より、ごあいさつをお願いしま

す。 

（時に、午後３時３０分） 

 

(２) 理事長あいさつ 

藤井理事長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日ここに、第１９６回組合会を招集いたしましたところ、皆様

方には大変ご多用のところ、ご参会を賜りまして、厚く御礼申し上

げます。 

本日の組合会でございますが、お手元にお配りしておりますとお

り、議案として、「定款の一部変更(案)」及び「令和５年度の事業

計画及び予算(案)」について、ご審議いただくこととしておりま

す。 

昨年１０月の適用拡大によりまして、短期給付事業と福祉事業が

適用される短期組合員が約９，５００人加入をいたしました。 

短期組合員は、平均標準報酬月額が約１６万円と、一般組合員の

それと比べ約半分であることや、また年齢構成で見ると４０歳以上

が約８割を占めることなど、収入に対しまして、給付や事業費の支

出が大きく上回るものと予想されます。 

このことは、共済組合の財政面に甚大な影響を与えることを意味

するものでもございます。 

特に短期経理におきましては、短期組合員の加入により、医療費

等の給付が約４５パーセント増加すること、そして高齢者拠出金等

が約１３億円増加することなどから、現行の財源率で運営した場

合、２２億円を超える当期損失金が生じる推計となります。 

このため、令和５年度の短期財源率につきましては、大幅な引き

上げをご提案申し上げることとしています。 

また、保健経理においても、短期組合員の加入による固定費の支

出増を抑えるため、アウトソーシング事業の委託業者を変更し、財

源率の据え置きをご提案いたしております。 

このほか、大洗鷗松亭につきましては、令和５年度に中長期修繕

計画に基づきまして、長期間の休館を伴う大規模修繕工事を予定し

ているところでございます。 

令和５年度事業計画及び予算（案）につきまして、これらを精査

したうえで、引き続き安定した事業運営が可能となるよう、あらか

じめ職員側議員の皆様にご協議をいただいて作成しているところで

ございます。 

また、本予算（案）につきましては、総務省の事業運営方針に則

り作成しており、内容につきましては、先に開催いたしました「役

員会」においても、ご検討をいただいたところでございます。 
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太田総務課長 

 

 

 

議 長 

この後、細部につきまして、事務局よりご説明いたしますので、

何卒十分なご審議をいただきまして、適切なるご決定を賜りますよ

う、お願い申し上げまして、簡単ではございますが、開会にあたり

ましてのご挨拶といたします。 

 

本日の組合会の議長につきまして、地方公務員等共済組合法第９条

第８項の規定により、理事長が務めることとされておりますので、藤

井理事長よろしくお願いいたします。 

 

それでは、暫時、議長を務めさせていただきます。 

 

（３）出席・欠席議員の報告 

議 長 はじめに、「出席・欠席議員の報告｣でございます。長側議員につ

いては、定数１０名中、出席６名、委任状を提出したことにより、出

席とみなされる者４名の計１０名、職員側議員は、定数１０名中、出

席７名、委任状を提出したことにより、出席とみなされる者３名の計

１０名でございます。 

それぞれ、定足数に達しておりますので、第１９６回組合会が成立

しましたことを、ご報告申し上げます。 

なお、本日は、小谷学識経験者監事さんにご出席をいただいており

ますので、ご報告いたします。 

 

（４）議案説明員の報告及び会議書記の指名 

議 長 次に、「議案説明員の報告及び会議書記の指名」でございますが、

議案説明員として、久保木事務局長ほか５名、会議書記には加倉井主

査を指名いたします。 

 

（５）会議録署名議員の選任 

議 長 次に、｢会議録署名議員の選任」ですが、選任の方法は、組合会会

議規則第１８条により議長が指名することとされております。 

長側議員につきましては、議席番号２番 根本議員、職員側議員に

つきましては、議席番号１１番 鈴木議員、ご両人を会議録署名議員

に指名させていただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

 

（６）会  議 

議 長 

 

 

 

久保木事務局長 

 

それでは、会議に入ります。 

議案第１号「茨城県市町村職員共済組合定款の一部変更（案）につ

いて」について、事務局から説明願います。 

 

それでは、議案第１号「茨城県市町村職員共済組合定款の一部変更

（案）について」ご説明を申し上げます。茨城県市町村職員共済組合
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議 長 

定款の一部を次のとおり変更することについて、組合会の議決を求め

るものでございます。 

本日提出、理事長名でございます。 

内容といたしましては、短期給付財源率の変更、介護財源率の変

更、長期組合員に係る短期財源率の変更、短期経理から業務経理へ繰

入する繰入額の変更でございます。 

第１の変更の目的でございます。令和４年１０月から適用拡大によ

りまして短期組合員が９，５００名程加入したところでございます。

短期組合員の加入によりまして、保健給付費、いわゆる医療費が増大

してございます。また、併せまして令和５年度の高齢者医療に係る各

種納付金の支出が大分増えてございます。現行の財源率で運営した場

合は欠損金補てん積立金を全額取り崩しましても、欠損金が生じるこ

とと推計しております。短期給付事業を安全かつ健全に運営していく

ために短期給付財源率の引上げを行いまして、財政の安定を図るもの

でございます。また、後期高齢者に加入する長期組合員の短期財源率

につきましては、全国市町村職員共済組合連合会が定める育児休業手

当金の拠出金率と同率となっております。この拠出金率が引上げされ

ることに伴いまして、長期組合員の短期財源率の引上げを併せて行う

ものでございます。そして、令和５年度の介護保険の収支の見込みを

行った結果、繰越欠損金を解消してなお介護積立金の積立てが可能と

なりますことから介護財源率の引下げを行うものであります。さらに

は短期経理から業務経理に繰入をいたします額の変更を行うものでご

ざいます。 

第２の変更する事項でございますけれども、（１）短期給付財源率

に係る標準報酬月額及び標準期末手当等額の割合でございますが、掛

金、負担金ともに１０００分の４３．６から１０００分の４９．４に

引上げをするものでございます。また、任意継続組合員は負担金がご

ざいませんことから、１０００分の８７．２から１０００分の９８．

８に引上げをするものでございます。（２）介護納付金の納付に係る

標準報酬月額及び標準期末手当等額の割合につきまして、掛金、負担

金ともに１０００分の８．８２から１０００分の８．７５に引下げを

するものでございます。また、任意継続組合員は負担金がございませ

んことから、１０００分の１７．６４から１０００分の１７．５に引

下げをするものでございます。次に（３）高齢者医療制度に加入する

長期組合員の短期財源率につきまして掛金、負担金ともに１０００分

の２．３５から１０００分の２．８に引上げをするものでございま

す。（４）短期経理から業務経理への繰入額につきましては、組合員

１人あたり１，５５５円としてございます。この単価につきましては

毎年総務省から示される額をもって計上することとなります。 

第３ 施行期日につきましては令和５年４月１日としてございま

す。 

議案第１号「茨城県市町村職員共済組合定款の一部変更（案）につ

いて」は以上でございます。 

議案第１号についての説明は以上でございます。ご質疑等がござい
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議 長 

 

 

 

 

久保木事務局長 

 

 

 

 

 

太田総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ましたら、お願いいたします。 

質疑無いようでございますので、お諮りいたします。議案第１号に

ついて、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり。） 

 

「異議なし」を認め、議案第１号「茨城県市町村職員共済組合定款

の一部変更（案）」について、原案のとおり議決をいたします。 

続きまして、議案第２号「令和５年度本組合事業計画及び予算

（案）について」を議題といたします。事務局から説明願います。 

 

議案第２号「令和５年度本組合事業計画及び予算（案）について」

でございます。本組合の令和５年度事業計画及び予算（案）を別冊の

とおり定めることについて、組合会の議決を求めるものでございま

す。本日提出、理事長名でございます。事業計画及び予算（案）の内

容につきましては、総務課長の太田よりご説明申し上げます。 

 

本来であれば別冊でご用意いたしました予算書の事業計画概況や各

経理の予算（案）についてご説明を申し上げるところでございます

が、９ページ以降に予算（案）の要点や収支状況等をまとめてござい

ますので、この令和５年度事業計画及び予算（案）の概要にてご説明

申し上げます。 

Ⅰ総括でございます。令和４年１０月１日から、地方公務員等のう

ち被用者保険の適用対象である非常勤職員を組合員とし、短期給付、

医療保険と福祉事業、健康診査等を適用するため、地方公務員等共済

組合法施行令が改正施行されました。この施行令改正に伴い、当組合

では組合員、短期組合員といいますが約９，５００人加入しました。

令和５年度の当組合の各種事業の実施にあたり、短期組合員の加入に

伴う影響を考慮する必要がございます。ひとつは短期経理の医療保険

給付に与える影響であり、もうひとつは保健経理で行う事業に与える

影響でございます。当組合の令和５年度の事業計画及び予算編成にあ

たっては、これらを勘案し、以下の諸数値に基づき推計したところで

ございます。まずは、掛金や負担金の算定基礎となる組合員数や標準

報酬等でございます。 

１地方公共団体数、組合員数、被扶養者数でございます。（１）地

方公共団体数は８０でございます。市３２、町１０、村２、一部事務

組合等３６となってございます。（２）組合員数でございます。３

６，１３２人でございます。現職組合員が３５，６０４人、任意継続

組合員は５２８人でございます。（３）被扶養者数でございます。２

３，７８２人で現職組合員が２３，４９７人、任意継続組合員は２８

５人でございます。２標準報酬の月額、平均標準報酬の月額、標準期

末手当等の額の短期分でございます。（１）標準報酬の月額でござい

ます。①の現職組合員は１１３億１，６２７万円、令和４年度と比べ

プラス４，９９３万円の増でございます。②任意継続組合員は１億
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５，３２７万円、令和４年度と比べプラス２，７９６万円の増でござ

います。（２）平均標準報酬の月額でございます。①の現職組合員は

３１７，８９１円でございます。②の任意継続組合員は２９０，２９

９円でございます。（３）標準期末手当等の額でございます。現職組

合員は４０４億７，５７６万円、令和４年度と比べプラス約１７億円

の増でございます。 

ここから各経理の予算案でございます。 

Ⅱ短期給付事業関係の１短期経理でございます。この経理は、組合

員やその被扶養者が病気やケガにより医療機関等を受診した際の医療

費等の支払い及び高齢者医療制度への納付金等の支払いを行ってござ

います。また４０歳以上６５歳未満の組合員にかかる介護保険料の収

納を行う経理でもございます。短期給付予算（案）の要点でございま

す。先ほどの議案第１号の定款の一部変更により議決いただきました

短期財源率及び業務経理への繰入金額を用いて推計してございます。

医療保険給付及び高齢者拠出金の大幅な支出増を補うため財源率の引

上げを行ったところでございます。引上げた財源率は９８．８‰で、

令和４年度が８７．２‰であったため、１１．６‰の引上げで推計し

てございます。医療費等の支出が約１５億円増、また、前期高齢者納

付金と後期高齢者拠出金合わせまして約１３億円の増を推計してござ

います。以上を基に収支を推計してございます。（１）収入でござい

ますが１９５億９，２８０万円、財源率の引上げにより、令和４年度

と比べプラス約３３億円の増でございます。掛金が約８７億円、負担

金が約８５億円を見込むものでございます。（２）支出でございま

す。１９８億８，３１５万円、令和４年度と比べ約３５億円の増でご

ざいます。医療給付費として保健給付が約８８億円を見込むものでご

ざいます。高齢者拠出金の前期高齢者納付金は約３０億円、後期高齢

者支援金は約３９億円を見込んでございます。なお、これらの高齢者

拠出金を賄うための保険料率、いわゆる特定保険料率は４０．１９‰

でございます。（３）収入から支出を差し引いた収支はマイナス２億

９，０３５万円、当期損失金を計上する推計でございます。当期短期

損失金と欠損金補てん積立金に積み増しする分を、令和４年度末の短

期積立金１４億５，９６０万円から取り崩して補てんいたします。そ

の結果、令和５年度末の短期積立金１０億６，７３１万円を令和６年

度へ繰り越すものでございます。 

介護保険でございます。予算（案）の要点でございますが、介護に

ついても短期と同様に先ほど議決いただきました介護財源率を用いて

推計してございます。介護納付金の納付と繰越欠損金の処分が可能な

範囲内で、財源率の引下げを行うところでございます。令和５年度は

１７．５０‰で、令和４年度と比べ、マイナス０．１４‰で推計して

ございます。（１）収入でございます。収入は２０億４，９７３万

円、令和４年度と比べ、約１億７，０００万円の増でございます。

（２）支出は１９億８，３９２万円、令和４年度と比べ、約９，９０

０万円の増でございます。（３）収入から支出を差し引いた収支は、

プラス６，５８１万円の当期介護利益金を見込んでございます。この
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当期介護利益金は、令和４年度末の介護欠損金２，０７２万円を取り

崩し補てんいたします。その差額、令和５年度末介護積立金４，５０

８万円を令和６年度に繰り越すものでございます。 

Ⅲ長期給付事業関係でございます。こちらについては、２厚生年金

保険経理は、厚生年金の財源率、３の退職等年金経理と４の経過的長

期経理は地方公務員連合会の定款により定められた財源率、これらを

用いまして収納した掛金または負担金を全国連合会に納付するための

経理でございます。このため全ての経理で収支差額はございません。 

ここまで総括から長期給付経理までご説明いたしましたが、ここで

ご質問をお受けしたいと思います。 

 

ⅠからⅢのところまでで何かご質問がございましたらお願いいたし

ます。 

無いようでございますので、引き続き説明をお願いします。 

 

Ⅳ福祉事業関係、５保健経理でございます。この経理は、組合員と

その被扶養者の健康づくり及び保養・リフレッシュに関する各種事業

を行うための経理でございます。予算（案）の要点でございます。財

源率は４．２‰でございます。令和４年度から変更がございません。

なお、健康づくり支援関係の人間ドック事業のオンライン申請を導入

し、申請者（組合員）手続きの簡略化と事務処理の軽減を図るところ

でございます。また助成関係の「大洗鷗松亭」宿泊利用助成額の増額

期間を延長いたします。助成額は令和４年度と同額の８，０００円で

ございます。また、短期組合員加入に伴う固定費の削減のためアウト

ソーシング事業委託業者の見直しを行ったところでございます。これ

によりまして令和４年度と比べて約１，４００万円の費用削減になり

ます。これまでの（株）ベネフィット・ワンから（株）リロクラブに

変わります。また、講習会開催方法の一部見直しでございます。令和

５年度から定年年齢が延長になることに伴い、これまで定年退職者を

対象として実施しておりました退職予定者講習会をライフプラン講習

会に移行し、ライフステージ別の講習会とするものでございます。

（１）収入でございます。７億３，４０２万円でございます。（２）

支出でございます。７億６，４１１万円でございます。内訳といたし

まして、厚生費として人間ドックなどの保健事業費として、総額約５

億円を見込んでございます。そのほか、②の特定健診・特定保健指導

費として約９，０００万円、③の宿泊経理への繰入金として３，００

０万円を見込むものでございます。（３）収入から支出を引いた収支

は、マイナス３，００９万円の当期損失金を推計してございます。当

期損失金は、令和４年度末の利益剰余金１３億４，３９４万円から取

り崩して補填いたします。併せて改良積立金への積み増し分を取り崩

しいたします。結果、令和５年度末利益剰余金１３億１，３８５万円

を令和６年度に繰り越すものでございます。 

６の宿泊経理でございます。この経理は、組合員と家族のための保

養所「大洗鷗松亭」の運営を行うための経理でございます。予算
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（案）の要点でございます。中長期修繕計画に基づく大規模修繕工事

の実施内容でございます。主な大規模修繕工事箇所でございますが、

アの共用部分の空調設備室内機の更新、イの大浴場「松の湯」の内風

呂、露天風呂更新工事及びカラン漏水工事、ウ、客室の浴室とエアコ

ン更新工事及び内装改修工事等でございます。次に、大規模修繕工事

に併せて実施するリニューアル工事でございます。アの食事処「水

輝」の改装でございます。イの客室の洋室化でございます。この修繕

工事に伴う休館期間は、令和５年９月１日から令和６年６月３０日ま

でを予定してございます。従いまして令和５年度の営業日数は、１５

３日を予定してございます。また、これに伴う、会計処理でございま

すが、工事費用の固定資産振替の時期は、令和５年度中の工事費用は

すべて建設仮勘定で計上いたします。令和６年のリニューアルオープ

ン時に固定資産に振り替えるものでございます。また、施設利用者数

等でございますが、施設収入を推計する基礎でございます。令和５年

度の宿泊利用率は６５．１２％として推計してございます。その他、

会議室利用だけ増員しまして、その他は令和４年度と同程度利用とし

て推計してございます。（１）収入でございます。２億６，３３２万

円、令和４年度と比べ約１億８，０００万円の減でございます。①６

５．１２％の宿泊利用率を見込みまして、施設収入約１億８，０００

万円、商品売上約７００万円を見込むものでございます。②保健経理

及び貯金経理から繰入金でございますが６，４００万円を見込むもの

でございます。（２）支出でございます。４億３，２８０万円でござ

います。人件費等の固定費については、雇用確保のため休館中も含め

令和４年度と同程度を見込んでございます。また、材料費等の変動費

については原材料費率を用いて見込んでございます。（３）収入から

支出を引いた収支は、マイナス１億６，９４８万円、当期損失金を推

計してございます。この当期損失金は、令和４年度末の利益剰余金３

３億４，０６２万円から補てんし、令和５年度末利益剰余金３１億

７，１１４万円を令和６年度に繰り越すものでございます。 

ここまで保健経理から宿泊経理までご説明いたしましたが、ここで

ご質問をお受けしたいと思います。 

 

何かご質問がございますか。 

無いようでございますので、引き続き説明をお願いします。 

 

７貯金経理でございます。この経理は、組合員から預け入れされた

貯金を有価証券等で運用し、市中金利より有利な利率で還元するため

の経理でございます。予算（案）の要点でございます。支払利率は年

１．４４％、据え置きで推計してございます。令和５年度末の貯金加

入者数を２３，８５６人、その内、短期組合員は約４，０００人、１

人当たり積立額を月額２９，０００円と推計し、令和５年度末組合員

貯金残高は１，４５３億５８４万円と推計し、令和４年度と比べ、プ

ラス約６９億円と推計してございます。ここ数年は、年間の純増減額

は３０億円程度の増加で推移してございましたが、短期組合員の加入



第 196回組合会会議録 

 - 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

により、定例積立の増額と次にお示ししてございます臨時積立金の増

額によるものでございます。令和４年１２月の短期組合員の臨時積立

額は約４０億円ございます。これに対しまして、令和５年度は７月と

１２月合わせて２５億円程度と推計してございます。なお、貯金経理

の資産運用利回りを年利１．４６％と推計してございます。（１）収

入でございます。２３億４，４５８万円でございます。ほとんどが有

価証券等利息でございます。（２）支出でございます。支出は２０億

９，０４１万円、その内、支払利息が約２０億円を見込むものでござ

います。また、宿泊経理への繰入金として３，４００万円を見込むも

のでございます。（３）収入から支出を引いた収支は、２億５，４１

６万円の当期利益金を推計してございます。この当期利益金は、令和

４年度末の利益剰余金１９０億９，４３９万円に積み増しをし、令和

５年度末利益剰余金１９３億４，８５６万円を令和６年度に繰り越す

ものでございます。 

８の貸付経理でございます。この経理は、組合員が居住する住宅の

取得や増改築、また生活必需品の購入、入学、就学等の際の資金につ

いて貸付を行うための経理でございます。予算（案）の要点でござい

ます。令和５年度末貸付残高は３２億９，３５６万円、令和４年度と

比べ、マイナス４億９，２２６万円と推計してございます。住宅貸付

の残高の減少が主な要因でございます。なお、貸付利率は変更ござい

ません。（１）収入でございます。収入は４，２３１万円でございま

す。（２）支出でございます。４，１５３万円でございます。（３）

収入から支出を引いた収支は、プラス７８万円の当期利益金を推計し

てございます。当期利益金は、令和４年度末の利益剰余金２９億８，

８１７万円に積み増しをし、令和５年度末利益剰余金は２９億８，８

９５万円を令和６年度に繰り越すものでございます。 

９の物資経理でございます。この経理は、共済組合が契約いたしま

す自動車販売店から組合員が自家用車を購入する際、その代金の全部

または一部を立替払いするための経理でございます。予算（案）の要

点でございます。令和５年度末物資立替残高は１２億５，４９４万円

でございます。立替利率は１．５６％で、令和４年度から変更はして

ございません。令和５年度の立替金債権保全保険料については１００

万分の２７３．６としてございます。（１）の収入でございます。

２，０７２万円、立替利息と立替手数料でございます。（２）支出で

ございます。２，０３７万円でございます。（３）収入から支出を引

いた収支は、プラス３５万円、当期利益金を推計してございます。こ

の当期利益金は、令和４年度末の利益剰余金１億７，５１５万円に積

み増しをし、令和５年度末利益剰余金１億７，５５０万円を令和６年

度に繰り越すものでございます。 

１０の財形経理でございます。この経理は、地方公務員財産形成事

業基本計画により全国連合会から割り当てられた資金を、組合員が居

住するための住宅新築等の資金として貸付を行うための経理でござい

ます。予算（案）の要点でございます。令和５年度末の財形住宅貸付

残高１，９６０万円で、現在４件の貸付でございます。適用拡大によ
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る影響はありません。また、収入でございますが、１３万円でござい

ます。なお、支出についても収入と同額で、収入した金額を全額、全

国連合会に払い込みいたしますので、収支差額はなしでございます。 

Ⅴ共済組合事業の１１業務経理でございます。この経理は、共済組

合が行う事業のうち主に短期給付、医療保険等及び長期給付、厚生年

金等に関する事務に要する費用を賄うための経理でございます。予算

（案）の要点でございます。総務省から示される地方公共団体負担の

組合員１人当たり事務費年額は８，２１０円、そのうち短期分４，５

６２円でございます。業務経理の収入源でございます。また、全国連

合会に納付する短期経理に係る事務費負担金払込金１，６９３万円

は、令和４年度と比べ２７４万円の増でございます。（１）収入でご

ざいます。４億７，１３２万円でございます。（２）支出でございま

す。４億９，２１８万円でございます。（３）収入から支出を引いた

収支は、マイナス２，０８５万円の当期損失金を推計してございま

す。この当期損失金は、令和４年度末の利益剰余金８億５，７５８万

円から取り崩して補てんいたします。令和５年度末の利益剰余金８億

３，６７２万円を令和６年度に繰り越すものでございます。 

１２の退職等年金預託金管理経理でございます。この経理は、全国

連合会が保有いたします退職等年金給付組合積立金の一部を、構成組

合が資金預託を受けて運用を行うための経理でございます。予算

（案）の要点でございます。貸付経理と物資経理へ資金を貸し付ける

ことにより運用しておりまして、令和５年度末の長期貸付金残高が約

１３億円でございます。（１）の収入は１，４６６万円、（２）の支

出は収入と同額でございます。すべて全国連合会へ払い込むものでご

ざいます。（３）収支差額はなしでございます。 

１３の経過的長期預託金管理経理でございます。この経理は、全国

連合会が保有する経過的長期給付組合積立金の一部を、構成組合が資

金預託を受け運用を行うための経理でございます。予算（案）の要点

でございます。縁故地方債により運用してございます。なお、令和５

年度で全額償還のため保有残高はなしでございます。（１）の収入は

２万円でございます。（２）の支出は収入と同額でございます。収入

した全額を全国連合会へ払い込むものでございます。（３）の収支差

額はなしでございます。 

以上のように、当組合の１３経理のうち、当期利益金、黒字を計上

するのは、貯金経理、貸付経理、物資経理の３つの経理でございま

す。当期損失金、赤字を計上するのは、短期経理、業務経理、保健経

理、宿泊経理の４つの経理でございます。それ以外の６つの経理は、

収支がゼロでございます。なお、当期損失金を計上した４つの経理に

ついては、これまで積み立ててきた利益剰余金をもって補てんするこ

とができるため、翌期へ繰り越す欠損金はございません。以上でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 

これまでのところでございますが、何かご質疑がございましたらお

願いいたします。 
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無いようでございますので、議案第２号につきまして、原案のとお

り承認することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり。） 

 

それでは「異議なし」を認め、議案第２号「令和５年度本組合事業

計画及び予算（案）」につきまして、原案のとおり議決いたします。 

次に、その他といたしまして、事務局から説明をお願いします。 

 

それでは２８ページの（３）その他、アといたしまして、大洗鷗松

亭中長期修繕計画、令和５年度工事の経過報告を申し上げます。１と

いたしまして、これまでの経過でございます。①第１９５回組合会、

昨年１２月９日に開催をいたしました。工事内容及び費用等に係る総

務省事前協議、不動産取得の内容についてご承認をいただいたところ

でございます。②といたしまして、不動産取得に係る総務大臣申請並

びに承認を得ております。令和４年１２月２７日付けで総務大臣へ申

請を進達してございまして、令和５年１月２７日付け総行福第４号に

て承認されたところでございます。③施工業者選定に係る一般競争入

札でございまして、令和５年１月３０日に公告をした結果、茨城県内

の業者５社が応募したところでございます。今後のスケジュールでご

ざいますけれども、①一般競争入札、令和５年３月１７日を予定して

おります。ここで入札をし、施工業者を決定する予定であります。そ

の後②といたしまして見積書内容の確認であります。令和５年３月１

８日からコンストラクション・マネジメントを委託する（株）プライ

ムプレイスによる見積書内容の確認を行います。その後、③施工業者

において施工図作成並びに部材調達等、工事準備を行っていただく予

定でございます。④といたしまして第２１回保養所運営委員会を令和

５年５月２５日に開催の組合会、役員会と併せて開催を予定してござ

います。ここでご協議いただく内容でございますが、現段階ではリニ

ューアルした後の利用料金について、見直しをするや否やというとこ

ろについてご協議を賜りたく存じます。⑤といたしましてＦＦＥ、家

具、什器、備品等について入札の準備を進めて参ります。納入備品等

のデザイン打合せ、これは施工業者に提案を求めるところでございま

すが、その内容についてこれから打合せして参りたいと考えてござい

ます。入札に関しましては地方公務員等共済組合法施行規程に一般競

争または指名競争が定められておりますので、いずれかで行う予定で

ございます。⑥の休館期間でございますが、令和５年９月は休館に入

るための準備という位置づけでありまして、令和５年１０月１日から

工事に入ることができればと考えております。修繕と改修の工事期間

に関しましては、令和５年１０月から令和６年４月まで、その後ＦＦ

Ｅの搬入、内装の工事を行う期間として、令和６年４月から令和６年

６月末までというところでございます。リニューアルグランドオープ

ンについては、令和６年７月を予定してございます。３ その他とい

たしまして、休館中の職員の処遇でございますが、公益財団法人産業
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雇用安定センターによる斡旋を受け、研修に数名出す予定でございま

す。 

イの今後の行事予定については総務課長よりご報告いたします。 

 

（今後の行事予定を太田課長より報告。内容省略。） 

 

ウのその他でございますが、全国市町村職員共済組合連合会の職員

側の互選議員である木内代表理事から、先日の互選議員会議並びに役

員会、総会等でご協議いただいた内容についてご報告をお願いしたい

と存じます。 

 

参考と書かれた資料ですが、全共連総第７３号、令和５年２月２２

日付けで令和６年度の職員の派遣及び人事交流に係る派遣組合につい

てということで、互選議員会議が開催されまして、その中で報告があ

ったものなので、改めて当該組合となる茨城県の組合の中でも報告さ

せていただきたいと思います。内容でございますが、令和６、７年度

に関しまして、貴組合と相互による人事交流となりますということな

ので、茨城県側から市町村連合会への２年間の派遣、そして市町村連

合会側の方から構成組合への派遣ということで、相互交流という形で

実施するということが決定し報告されたところでございます。令和６

年度の職員の派遣及び人事交流の募集についてということで、令和４

年１０月２７日の事務局長会議の段階において、連合会からの派遣並

びに構成組合からの派遣の取り決めがございまして、その後協議して

いった結果、茨城が相互派遣ということが決まったところでございま

して、人選等については来年度に決めていくと聞いておりますが、改

めて私たちの組合会の事務局の職員が全国連合会との人事交流を実施

していただきまして、その中でいろいろと勉強していただくようなと

ころをご報告させていただきます。 

２月２２日の全国連合会の総会で、先ほど承認していただいた長期

の積立金の運用益ですが、基本的に国内市場、国外市場等で運用して

いるところでございますが、ほとんどマイナスで、プラスの部分はな

いということで、概ね運用の方は低迷していると総会のなかで報告が

ありました。先ほど、理事長の挨拶にもありましたとおり、全国的に

短期組合員の加入により厳しいという状況が報告されておりますの

で、茨城だけでなく、全国連合会の段階においても、そのような状況

になっていることを報告させていただきます 

以上、簡単ではございますが全国連合会の情勢について報告させて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 

報告事項について、ご質疑はございますか。 

私から少し聞かせていただきたいのですけれども、相互の派遣とい

うことで、茨城側から連合会に派遣する場合、住居、つまり取手なん

かからは十分に通えると思うけれども、職員さんでも住居が県央とか

いろんなところがあるから、東京に住居を確保してまでということで




